
実証実験
計画した日陰回遊ルートにパラソル
（日陰設備）を設置
また、沿道の商店に協力も得て、街
の涼しいスポットの設置などのサー
ビスを提供し人流変化を検証
（休憩所、クーポン券など発行）

水戸市のにぎわい低下 夏の暑さ

市民とPLTAEUで作る賑わいの循環

さらなる発展
デジタルツールを活用したゲーミフ

ィケーションにより、歩くきっかけや

街の魅力発見・体験を組み合わせる

ことで、人の流れを自然に市街地全

体へと広げていく。

PLATAEUの導入・活用
PLATEAU（3D都市モデル）を活用して周辺建物や日照条件などを踏まえた

科学的根拠に基づく日陰ルート設計を行い、「日陰」や「涼しさ」といった

要素を取り入れた安心・安全に歩ける環境を作る

Mito Cool
プロジェクト

ミトクル × 水戸市

屋外での徒歩移動は身体的・心理的な負担が大きくなっている

Mito Coolプロジェクトが目指すところ

市民が日常に感じている課題を検証、PLATEAU(3D都市モデル)で“見える化”し、緑化計画や日陰ルートの構築に役立てる
といった 段階的な進めていきます。また、PLATEAU(3D都市モデル)を「分かりにくい技術」ではなく、「市民の生活をより
便利で楽しくするための道具」として位置付け活用していきます。

「点としての賑わい」を「線としての動線」へ、

そして「面としてのまちのにぎわい」を市民とPLATEAUで創っていきます

×

市民

水戸市
と共に


